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株式会社ラクト・ジャパン 
2021 年 11 月期 第２四半期 決算説明会 主な質疑応答（要約） 

 

 

開催日  2021 年 7月 26日（月） 

 

出席者  代表取締役社長 三浦 元久  

   取締役  前川 昌之 

 

 

 

Q： 今期は厳しい環境下であっても、国産乳原料を取り扱うなど、環境変化に対応し業績の底堅

さを感じた。しかし国産乳原料の在庫水準は依然高く、先行きは見通しづらい。そのような中、

来期にむけて業績の見通しはどのように考えているのか。 

 

A： 今期、当初は国産乳原料の在庫問題により、輸入品が減少し、国産品を取り扱うなどビジネ

スを変化させざるを得ず、これが当社の事業にとっては大きな足かせになると考えていた。 

しかし、実際には、内外価格差があることにより輸入原料の需要も底堅く、加えて国産原料の

取り扱いが増えるなど、逆に当社の新しいビジネスの展開もあった。アフターコロナにおいて

は、輸入を中心としつつも、コロナ禍のもとで経験したビジネスをさらに進化させて、新たな

成長につなげていきたいと考えている。先行きは見通しづらいが、変化をチャンスに変えてい

きたい。 

 

 

Q： 説明の中で、「対策事業への対応による成果」（説明資料 p.21）を挙げているが、どのよう

な手ごたえを感じているか。 

 

A： 飼料メーカー様との付き合いの歴史は浅く、ここ４～５年のこと。これまで、粉乳の輸入販

売を中心に取引していた。今期、国産の脱脂粉乳の販売により取引関係の絆はかなり太くなり、

これは今後も継続するものと考えている。 

 

また、輸出ビジネスについても、アフターコロナを見据えたビジネスとして展開を図ってい

きたい。 
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Q： アジア・チーズ製造販売事業において、中国向けが伸びている背景と今後の継続性を教えて

ほしい。また、この 2 年間でチーズ製造販売事業の粗利における利益構成比率がアップしてい

るが、中期的にはどれくらいの水準を目指すのか。 

 

A： 当社が中国市場にチーズを供給して 10年ほど経つ。当初は価格訴求の市場に苦労した時代

もあったが、ここにきて当社の機能・特徴・付加価値というものを評価してもらえる市場にな

ってきた。これが当社のチーズの市場拡大の一番大きな要素だと思っている。 

加えて、当社はここ数年で販売ルートの整理に取り組み、その成果が現在の販売増加に寄与

している。また、足元では需要が拡大していることから、当社としては更なる拡販が期待でき

ると考えている。 

 

中期的にはチーズ製造販売事業の利益貢献度は30%を目指す。 

 

 

Q： 説明の中にあった「対策事業への対応による成果」（説明資料 p.21）のうち、今後、最も成

長が期待できるのはどの項目か。 

 

A： 特にどれ、ということは難しい。どれも引き続き注力していくことであり、成長を期待して

いる。なお、過去の対策事業で国産乳原料の販売を行ったときには、取引先が広がったという

実績があり、今回も同様の成果が見込めるものと考えている。 

 

  

Q： 国産の乳原料は今後も継続して取り扱っていくのか。国産乳原料の取り扱いにおいてネッ

クになることはないか。 

 

A： ボリュームは小さいながら従来から国産乳原料を取り扱っていた。今回の対策事業への対応

により、いろいろな形で実績ができた。業界全体への協力という点でもある程度のご評価をい

ただいていると自負しており、今後も各所に働きかけ、アフターコロナにおいても輸入品のみ

ならず、国産品も含めていろいろな形で取り扱いをさせていただきたいと思っている。 

 

 

Q： 今までラクト・ジャパンは「輸入乳原料商社」という立ち位置だったと思うが、今後は「輸

入」にこだわらず「乳原料商社」としてとらえてもよいのか。 

 

A： 今後は「乳製品総合商社」としてとらえていただけるとありがたい。 
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Q： 中国での営業活動について、現状どの程度のリソースを配しているのか。今後の成長性はど

うか。 

 

A： 上海の拠点には営業 1 名を駐在員として配属し、現地スタッフと合わせて 2 名体制となっ

ている。従来、中国向け営業の窓口となっていたシンガポール拠点の営業担当者と連携しなが

ら、中国国内の卸売と歩調を合わせて営業展開している。コロナ禍で東南アジアの回復が遅れ

る中では、中国市場に注力していこうと考えている。 

 

以 上 

 

本資料は、フェアディスクロージャーの観点から、決算説明会の質疑応答をもとに作成しております。内容につき

ましては、ご理解いただきやすいよう一部で加筆・修正しております。また、その情報の正確性・完全性を担保す

るものではなく、今後予告なく変更される可能性がありますことをご承知おきください。 


